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相模原市議会の詳しい情報は 「いいね！」してね！！ 「フォロー」してね！！

5月 23日（火）
 29日（月）
6月  6日（火）
  7日（水）
  9日（金）
 12日（月）
 13日（火）
 14日（水）

議会運営委員会
本会議（提案説明）
本会議（代表質問・個人質疑）
本会議（代表質問・個人質疑）
総務委員会
建設委員会
こども文教委員会
民生委員会

15日（木）
26日（月）
27日（火）
28日（水）
29日（木）
30日（金）

市民環境経済委員会
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（委員長報告、採決）
〈本会議終了後〉

議会運営委員会

3月定例会議
令和5年度予算や健康づくり推進条例など
70件の議案を可決・同意
　3月定例会議では、令和5年度予算の議案が提出され、編成に当たっての考え方
や特徴等について質疑等がなされました。
　また、犯罪被害者等を支援するための条例や市民の健康づくりを推進するための条例
等が提出され、本会議や各常任委員会で質疑等がなされました。
　そのほか、議員提出議案として、保育士配置基準の引上げによる保育士の増員及
び処遇改善を求める意見書が提案され、賛成総員により可決されました。

　改選後の初の議会として、開会会議を5月18日（木）に開きます。
　6月定例会議の予定は、次のとおりです。  
　本会議・委員会は、午前9時30分から開会する予定です。 

T O P I C S

令和5年第2回定例会 開会会議と6月定例会議のお知らせ

3

代表質問
５会派の代表により行われた
質問を分かりやすく紹介

「令和5年度当初予算
編成の考え方と特徴は」

代 表
質 問

4
～
6

一般質問
市政全般に対して行われた質問
を分かりやすく紹介

一 般
質 問

7
予算特別委員会分科会
の審査
予算に対する討論要旨

6
麻溝台・新磯野第一整備地区
土地区画整理事業に関する
調査特別委員会（調査報告）

6
麻溝台・新磯野第一整備

地区土地区画整理事業に

関する調査特別委員会
8新しい市議会議員の紹介

6
麻溝台・新磯野第一整備

地区土地区画整理事業に

関する調査特別委員会

2
主な議案の概要
委員会の審査
主な議案の審議結果

6月定例会議紹介ポスターデザイン

制作協力
女子美術大学 デザインルーム

市議会で活発に議論!市議会で活発に議論!市議会で活発に議論!市議会で活発に議論!市議会で活発に議論!市議会で活発に議論!相模原市の未来は!?相模原市の未来は!?相模原市の未来は!?相模原市の未来は!?相模原市の未来は!?相模原市の未来は!? 市議会で活発に議論!相模原市の未来は!?

　小野沢耕一議員（自由民主党
相模原市議団）が、任期途中の
2月23日に逝去されました。享
年77歳。
　小野沢氏は、平成13年10月、津
久井町議会議員に当選し2期4年

余り、その後、相模原市議会議員として令和5年2月
まで、5期17年の永きにわたり在職し、議会運営委
員会委員長や総務委員会委員長等を歴任されました。

　布施初子議員（自由民主党相
模原市議団）が、任期途中の3
月28日に逝去されました。享
年56歳。
　布施氏は、平成31年4月、
相模原市議会議員として当選

し、1期4年の在職の間、総務委員会委員長や大
都市制度に関する特別委員会委員長等を歴任され
ました。

小野沢耕一議員逝去 布施初子議員逝去

今号は、令和5年第1回定
例会3月定例会議開催時点の議員名、会派構成
等で表記しています。

お 知 ら せ

令和５年度当初予算を議会がチェック！

市議会では、市長から
提出された予算案を、

全議員で詳しく
チェックしているよ！

審議の内容は、
3面、7面を見てね。



その他詳細は、市議会ホームページをご覧ください。

犯罪被害者等支援条例
　犯罪被害者等の支援のための施策を総合的に推進し、犯罪被害
者等の権利利益の保護や受けた被害の軽減・回復を図り、市民の
誰もが安心して暮らすことのできる地域社会の実現に寄与するた
め、犯罪被害者等の支援について所要の定めを行う。

新規条例の制定

健康づくり推進条例
　健康づくりを総合的かつ計画的に推進し、全ての市民が健やか
で心豊かに生活できる活力ある社会の実現に寄与するため、健康
づくりに係る基本理念や市の責務、健康づくりの推進に関する基
本的施策等について所要の定めを行う。

地球温暖化対策推進条例の一部改正

　地球温暖化の防止に向けた脱炭素社会の実現を図るため、題名
等に係る規定の改正、基本理念に係る規定や気候変動適応の推進
に係る規定の追加等を行う。

「さがみはら地球温暖化の防止に向けた
脱炭素社会づくり条例」へ改正

市営住宅条例の一部改正

　配偶者等からの暴力を受けた者や犯罪被害者等の居住の安定を図
り、その自立を支援するための入居者資格に係る規定の改正等を行う。

入居者資格に係る規定の改正

主 な 議 案 の 概 要3月定例会議

　子どもの安全対策を強化するため、保育所等や障害児通所支援
事業所、児童クラブ、小中学校等における送迎用バスへの安全装
置の設置に要する経費の補助等を行う。

子どもの送迎用バスへの安全装置の設置支援事業　
6,120万円　

令和4年度一般会計補正予算（第12号）   補正額：9億3,200万円

※繰越明許費の設定

令和５年第１回定例会３月定例会議　主な議案の審議結果
凡例：○…賛成、×…反対　議案に対する討論が行われた場合、賛成討論は 、反対討論は を付記しています。反賛

※3月定例会議のその他の議案30件は、全会一致で可決・同意されました。
　詳細は市議会ホームページにも掲載していますので、ご覧ください。

市 　 長 　 提 　 出 　 議 　 案
2 5 ○ ○ ○ × ○ ○ ○
3 5 ○ ○ ○ × ○ ○ ○
4 5

○ ○ ○ × ○ ○ ○
6 5

8 5 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

16 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
17

○ ○ ○ × × ○ ○
18
20 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
21

○ ○ ○ × × ○ ○

22

23

24
25
26
27
28
29
30
31 ○ ○ ○ ○ × ○ ○
32

○ ○ ○ × × ○ ○33
34
35 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
37

○ ○ ○ × × ○ ○38
39
40 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
42 ○ ○ ○ × × ○ ○

43 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

48 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
50 ○ ○ ○ × × ○ ○
51 ○ ○ ○ ○ × ○ ○
53 ○ ○ ○ × × ○ ○
57 4 12 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
59 4 13

○ ○ ○ × × ○ ○
63 4 1  

委 　 員 　 会 　 提 　 出 　 議 　 案
1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2

議 　 員 　 提 　 出 　 議 　 案

1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中央区選出の議員に欠員が生じ、令和5年4月13日に「平
成31年4月7日執行 相模原市議会議員選挙中央区選挙
区繰上補充選挙会」が開かれ、松浦千鶴子氏が当選人に
決定されました。また、同日付けで、市選挙管理委員
会により告示がなされ、当選証書が付与されました。
会派：市民民主クラブ　委員会：市民文教委員会

新任議員の紹介

松浦 千鶴子議員
まつ うら ち づ こ

議会内会派の構成（令和5年2月10日時点）
（議員の氏名は50音順、（　）内は略称）

上程された議案及び陳情は、所管の委員会において、様々な視点
から審査されました。
主な条例等に関する質問事項は、次のとおりです。

委 員 会 の 審 査

市営住宅条例の一部改正
○配偶者暴力相談支援センターへの相談から入居までの所要期間
○ＤＶ被害者等への緊急措置として確保している戸数

【賛成総員により可決】

建
設
委
員
会

一般職の職員の勤務条件に関する条例等の一部改正
○新設する子育て部分休暇制度の概要
○既に制度化されている子育てのための部分休業との違い

【賛成総員により可決】

総
務
委
員
会

令和4年度一般会計補正予算（第12号）所管部分
※子どもの送迎用バスへの安全装置の設置支援事業に関して
○安全装置の設置が義務付けられた施設
○置き去り防止のために幼稚園等で実施している確認方法

【賛成総員により可決】

民
生
委
員
会

地球温暖化対策推進条例の一部改正
○条例を改正するに当たっての思い
○中小規模事業者に対する具体的な支援策

【賛成総員により可決】

環
境
経
済
委
員
会

犯罪被害者等支援条例
○県外等で被害にあった場合の適用要件
○市民や事業者等の理解促進を図るための取組

【賛成総員により可決】

市
民
文
教
委
員
会

※子育て部分休暇
小学生の子を持つ職員が子育てのために取得することができる休暇（無給）で、
本市独自の取組。児童クラブの送り迎え等への活用が想定される。

用 語
解 説

一般職の職員の勤務条件に関する条例等の一部改正

　仕事と家庭の両立の支援を図るための子育て部分休暇に係る規
定の追加、給与の減額に係る規定の改正等を行う。

本市職員の子育て部分休暇（※）の創設
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【代表質問を行った議員】
〈2月20日〉
阿部　善博（自 民 党） 
大沢　洋子 （市民民主）
大崎　秀治 （公 明 党）
〈2月21日〉
松永千賀子 （日本共産党） 
野元　好美 （颯　　爽）

代 表
質 問

教員の欠員や給食費の無償化
教育行政の課題への取組は

子育てしやすいまちに向けて
各施策の検討状況は

子どもの施設使用料等を無料にするとの判断に至った経過は。

市まち・ひと・しごと創生本部会議等で、少子化に関する本
市の現状分析等を行った結果、少子化対策としての子どもの
居場所づくりの推進や、子育て世帯の経済的な負担軽減が必
要との考えに至ったことから、政策的に実施するものである。

市
長

５会派による代表質問の要点をピック
アップしました。詳しい内容について
は、市議会ホームページや議会中継
（録画）などをご覧ください。

用

語

解

説

※1　骨格予算
市長や議員の選挙時期等の関係から政策的な判断が難しい等の事由により、
政策的経費等の計上を避け、経常的な経費や喫緊の課題に対応するために必
要な経費等を計上する予算

※2　重点テーマ
本市では、総合計画における基本計画の中で、分野横断的に取り組む重点テー
マとして「少子化対策・雇用促進対策・中山間地域対策」の３つを設定してい
る。

※3　グリーンスローモビリティ
時速20km未満で公道を走ることができる電動車を活用した短距離少量の移
動サービス。環境負荷が少なく、狭い路地も通行可能で、新たな移動手段と
して期待されている。

令和5年度当初予算
編成の考え方と特徴は

もと

つな

予算編成の基本的な考え方と特徴は。

コロナ対策に引き続き取り組むとともに、未来への希望を繋
ぎ、暮らしの支えとなるよう、分野横断的に取り組む重点テ
ーマ（※2）や脱炭素社会の実現に向けた取組等を重点的に計上
した。

市
長

健康づくり推進条例の本市ならではの特徴は。

成人期や高齢期のみならず、幼児期における取組も重要と捉
えたことや、コロナ禍が条例制定の背景の一つであることか
ら、次代に繋がる健康づくりに関する施策や、感染症の予防
等に関する施策を規定したこと等を特徴としている。

市
長

全国で取組が広がる学校給食費無償化についての見
解は。
子育て世代への支援は大変重要なことと認識しているが、無
償化は、本市の財政に与える影響が大きいものと考えており、
引き続き国等の動向を注視していく。

教育長

令和6年度の小児医療費助成制度の拡充を前倒しす
る考えは。
制度改正に対応する様々な手続きや期間を勘案し、現時点で
の前倒しは難しいと考えている。財源は、県の補助金の増額や、
事務事業の見直し等を進める中で確保していく。

市
長

犯罪被害者支援や健康づくり
新たに制定する条例の内容は
犯罪被害者等支援条例に基づく具体的な支援施策は。

経済的負担の軽減を図るための被害者や遺族に対する支援金
の助成や、精神的な被害からの早期回復を図るためのカウン
セリングの実施等の支援を行うこととしている。

市
長

高齢者等の新たな移動手段に
グリーンスローモビリティ (※3)の取組は
緑区若葉台地区のテスト走行に参加して実感したことは。

誰が乗っても親しまれる乗り物で、外出のきっかけになれば
と感じた。実証運行で確認された課題等を解決していくこと
で、地域の実情に応じた身近な移動手段になると考えている。

市
長

令和5年度の取組と今後の展開についての考えは。

若葉台地区、新磯地区
において2か月の実証
運行を2回行い、令和
6年度は通年での実証
運行を予定している。
実証運行を踏まえ、他
地区への展開を見据え
た導入の手引きを作成
し、令和7年度の本格
運行を目指していく。

市
長

教員の欠員への対応や、人材確保に向けての取組は。

令和4年5月1日現在、
小学校で 15校 16人、
中学校で4校6人の欠員
が生じ、非常勤講師の任
用等により対応してい
る。令和5年度は、選考
試験における任期付教員
等の選考要件の緩和、大
学3年生等を対象とした
試験、併願制度の導入等
を実施していく。

教育長

令和4年度予算と比べた市税収入増の内訳は。

個人市民税は納税義務者数の増加等で約14.6億円、法人市民
税は企業収益の持ち直しで約5.5億円、固定資産税は新築の
建物が増えたこと等で約9.7億円の増額を見込んでいる。

市
長

骨格予算（※1）ではなく通常の予算編成とした理由は。

市政運営の継続性を重視し、限られた財源の中で、必要な経
費は全て計上するとの方針の下、通常予算とした。

市
長

予算書など

市民や事業者が大きく影響を受けている物価高騰への対応は。

公共施設の光熱水費等に約20億円を計上しているが、市民等
への支援については、引き続き社会経済情勢や国・県の動向
等を踏まえ、必要に応じ、適時・適切な対応を図っていく。

市
長

新規事業を立案するルールや実施判断の基準は。

行財政構造改革プラン
のルールに基づき新規
事業の予算を計上した。
実施の判断には、財源
の裏付けはもとより、
事業の必要性や効果、
優先度の確認が必要と
考えている。

市
長

小学校での授業の様子

テスト走行の様子

新規事業の「さがみはら休日一時保育事業」の概要は。

保育所等が閉所している日曜日等の保育需要に応え、子育て世
帯の負担軽減に繋げることを目的に、理由を問わず、休日に
預けることができる保育施設を新たに設置するもので、利便
性の高い駅周辺で令和6年度中の開設に向け取り組んでいく。

市
長

こた

2月20日

2月21日
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一
質
市政全般にわたる、一般質問の
ポイントを抜き出しました。

議案以外の市政全般
に関する質問を
一般質問と言うんだよ。

街区公園（しおだせせらぎ公園）
その他の質問　包括的支援体制の整備など

橋本駅周辺への転入増を想定
休日一時保育（※）の施設の設置は
公共交通機関の利用や商業施設が多く、人が
集まりやすい点等を考慮し、本市の拠点であ
る橋本駅又は相模大野駅周辺を想定しており、
令和6年度中の開設に向け取り組んでいく。

市長

都市計画道路相原宮下線
用地取得と工事着手の状況は
都市計画道路相原大沢線から市道相原大島までの
区間で事業を進めており、用地取得率は約50％
である。今後は、相原大沢線の第4工区（※）の整
備完了後、工事に着手する予定である。

市長

その他の質問　自治会の加入促進／デジタル活用の推進など

放課後の子どもの居場所確保
中山間地域での環境整備は
津久井・相模湖・藤野地域では令和5年度の児童
クラブの受入れを4年生まで拡大し、居場所の確
保に努めた。今後は、5・6年生への拡充や放課
後子ども教室（※）の開設も含め検討していく。

市長

高齢者への更なる見守り支援
デジタル技術の活用が有効では
音声・ビデオ通話機能等の活用は有効な手法の
一つと認識している。今後は、先進自治体の取
組等を把握し、民間サービスの活用等も含め
様々な視点から体制づくりを検討していく。

市長

（4）  2023年（令和5年）5 月 1 日

その他の質問　橋本駅周辺地区のまちづくりなど

存続望む声がある中での判断
銀河アリーナの今後の予定は
検討を重ねた結果、令和9年3月末までは運営
を継続する。市民要望等を踏まえた上で、総
合的に勘案し判断した。今後は、民間スケー
ト場の可能性等を検討していく。

市長

民間試験の英語検定等の費用
就学援助の対象にすべきでは
引き続き、誰一人取り残さない温かさのある
教育の実現に向け、英語検定料等、就学援助
の新たな項目について、社会情勢等を勘案し
ながら調査・研究していく。

教育長

その他の質問　若者施策／ PFOS・PFOA（有機フッ素化合物）など

気候危機を打開するために
CO2削減目標を高めては
さがみはら脱炭素ロードマップ（※）において、国
際的な動向を考慮した国の削減目標を踏まえ、
2030年度におけるCO2削減目標を、2013年度
比で現行計画の26％から46％に引き上げた。

市長

昇給が難しい民間の保育士
長く働ける支援が必要では
国の公定価格に基づく加算等のほか、本市独自
に1人当たり月額2万1,000円を助成している。
安定的な雇用の継続は全国的な課題で、更なる
処遇改善に向け機会を捉え国に要望していく。

市長

その他の質問　中山間地域対策／地域の中での学校づくりなど

街区公園（※）の更なる魅力づくり
指定管理者制度導入の考えは
民間のノウハウ等を効果的に活用できるため、
魅力や利便性の更なる向上に有効な手段の1つ
と考える。導入について、先行事例の研究や
費用対効果の検証等、多角的に検討していく。

市長

最も身近で数が多い街区公園
現在の整備数や管理の状況は
街区公園は現在569か所で、市内の公園全体の
94％を占める。管理は、民間事業者への委託に
よる定期点検や計画的な樹木の剪定に加え、会
計年度任用職員による維持補修等を行っている。

市長

その他の質問　救急隊員が安全に職務を遂行するために／学校教育など

南市民ホールの集約化
スケジュール等の検討状況は
説明会や利用者団体等との対話で頂いた意見
や、オープンハウス等で得られた回答を踏まえ、
代替施設の利用環境の改善やその時期等につい
て、様々な角度から対応を検討している。

市長

南区合同庁舎の在り方検討
考え方や整理すべき事項は
施設の老朽化や拡大する行政サービスの対応等
の課題解決も含め、長寿命化改修工事への基本
構想策定に向けた検討を進める。また、周辺施
設の状況も踏まえ、必要な機能を整理していく。

市長

※休日一時保育　新規事業の「さがみはら休日
一時保育事業」のこと。事業の概要は、３面（代表
質問）の「子育てしやすいまちに向けて 各施策の
検討状況は」を参照

※街区公園　主に街区内に居住する者の利用に供することを目的とする公園で、誘致距離250ｍ
の範囲内で1か所当たりの面積が0.25ヘクタールを標準として配置する。

※さがみはら脱炭素ロードマップ　2050年CO2排出量実質ゼロの達成に向け、市の地球温暖化対策計画で
掲げた「低炭素社会の実現」を「脱炭素社会の実現」に転換し、達成への道筋を示したもの(令和3年8月策定)

その他の質問　バスの運行／緊急輸送道路沿いの建物など

高齢者等のタクシー乗り放題
「料金定額制」導入の検討は
一定の運行範囲による定額制タクシーは、採
算性等の課題があり、導入には至っていない。
高齢者等に限定した定額制は、身近な移動手
段の確保策として有効なため、研究していく。

市長

生活苦しく塾に行けない子
放課後教室で無料塾の運営は
在校生の個人情報等の適切な管理のほか、施
錠等の課題の解決が必要だが、無料の塾等の
開催が社会教育や公共のための利用に該当す
る場合は、施設の利用は可能と考えている。

教育長

3 月 定 例
会 議

その他の質問　難病対策の推進など

タブレットＰＣの活用による
児童生徒のポートフォリオ（※）作成は
児童生徒一人一人の支援に繋げるためには、
タブレットＰＣに記録されたデータの活用が
有効と考えており、今後、データの可視化に
向けた仕組みづくりを進めていく。

教育長

学力調査（※）の結果等を踏まえた
学力向上への取組と成果は
児童生徒の実態を捉え、各教科のねらいを意識
した授業改善に取り組んだ結果、学力調査にお
いて中学校の数学と理科で全国平均正答率を上
回る等、学力の向上が図られてきている。

教育長

※放課後子ども教室　小学校1～6年生を対象
に、学校施設やこどもセンター等を活用し、子ど
も達の安全で安心な居場所として、また子ども達
が自主的にのびのびと遊べる場として実施して
いるもの

※ポートフォリオ　「書類入れ」を意味する言葉。教育分野では、子どもの様々な学習成果物や記
録を蓄積して整理・分析等を行い、学習や指導の改善等に役立てていくことを指す。

※第4工区　都市計画道路相原大沢線の相原2丁目交差点から町田市境までの区間を指す。

折笠 正治
（自民党）

おり かさ まさ はる

三須 城太郎
（市民民主）

み す じょう た ろう

中村 忠辰
（公明党）

なか むら ただ とき

大八木 聡
（自民党）

おお や ぎ さとし

羽生田 学
（日本共産党）

は にう だ がく

小田 貴久
（市民民主）

お だ たか ひさ

関根 雅吾郎
（市民民主）

せき ね まさ ご ろう
服部 裕明
（自民党）

はっ とり ひろ あき

つな

※学力調査　全国学力・学習状況調査。全国の小学6年生と中学3年生を対象に文部科学省が毎
年実施しており、その調査結果は教育委員会や学校等に提供される。



議会中継（録画）

一 般
質 問
市政全般にわたる、一般質問の
ポイントを抜き出しました。

議案以外の市政全般
に関する質問を
一般質問と言うんだよ。

その他の質問　学校と地域の連携・協働／公文書の管理及び利用など

パズルを使うハザードマップゲーム（※）
マイ・タイムライン（※）作成に有効では
地図上の情報等を正しく理解することも、マ
イ・タイムラインの作成に必要であることか
ら、このようなゲームの活用も有効な手段と
考えている。

市長

学校でのヤングケアラーへの対応
ＳＳＷ（※）を含めた体制の現状は
教育や福祉に関する専門的な知識や経験を有す
るＳＳＷを現在12名配置し、各学校ではＳＳ
Ｗと教員等がチーム学校として支援体制を構築
し、児童生徒の悩みや相談に対応している。

教育長

その他の質問　子育てするなら相模原／循環型社会の形成など

公共施設への太陽光発電導入
ＰＰＡ（※）により進める考えは
市自らが率先して導入を進めることが重要と
考えており、令和5年度から設置可能な公共施
設の状況調査を行い、ＰＰＡ手法や国の交付金
を活用し、計画的な導入に最大限努めていく。

市長

新しい学校給食センターの運営
市内企業活用による活性化は
ＷＴＯの協定（※）に基づく契約となる見込みの
ため、参加資格を限定することは難しいが、地
域経済の活性化に寄与できるよう、できるだけ
多くの市内企業に参加いただきたいと考える。

市長

その他の質問　南区の道路課題／防災対策／当麻地区のまちづくりなど

地域における交通施策の充実
身近な移動手段の確保策は
令和5年度からのグリーンスローモビリティ（※）
の実証運行や、地域住民による移動支援の取組
への助成等の実施状況を踏まえ、地域の実情に
応じた更なる移動手段の確保策を検討していく。

市長

第一種低層住居専用地域（※）の
住環境における課題の解決は
当該地域は住宅以外の用途が厳しく制限され、
一定の生活利便性の維持等に課題もあると認
識しており、市域全体の用途地域の見直しの
中で、課題解消についても検討を進めていく。

市長

その他の質問　骨髄バンクドナー登録など

その他の質問　未利用市有地／病児・病後児保育など

バリアフリー改修住宅への減税（※）
本市の状況と減額の拡充は
地方税法に基づき、平成19年度から令和4年
度までに364件、約357万円を減額した。拡充
については、減額の要件等が法に規定されてい
るため、市独自の変更はできないと考えている。

市長

医療の分野でもマイナンバーカード
国の検討状況と市の認識は
国は、マイナンバーカードの健康保険証利用の
促進や、電子カルテ情報の標準化等に取り組ん
でおり、正確な情報に基づく診断等、より適切
な医療提供に繋がるものと認識している。

市長

その他の質問　市職員の働き方、働きやすい職場づくりなど

見込まれる救急需要の増加
救急隊配置の状況と取組は
令和2年度に定数を増員し救急隊を増隊した。
今後は、需要の多い地域にあらかじめ救急車
を移動させる機動的な運用を検証し、効果的
な救急隊の配置に取り組んでいく。

市長

客引き行為等の防止への啓発
警察等との連携の検討状況は
令和5年度に先行的に橋本駅周辺で啓発活動を
実施することを検討しており、地域の意見も
踏まえて調整している。こうした取組を行う
中で、より効果的な手法等も検討していく。

市長

市役所第1別館屋上の太陽光発電設備

地域住民による移動支援の様子

その他の質問　市営住宅など

交差点改良は渋滞等に効果的
着実な整備に向けた進め方は
計画（※）では、交差点改良として7か所を「優先
整備箇所」と位置付け、3か所で事業を進めてい
る。当該事業箇所の工事完了後、必要な用地の
取得等、速やかに他の改良事業に着手していく。

市長

路線バス充実に向けて
運転士確保の取組が必要では
路線バスは市民生活に不可欠であり、地域交通
を維持する観点から総合都市交通計画（※）に運
転士確保の取組を位置付けた。今後は、関係機
関による就職説明会の活用等を検討していく。

市長
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※通学路交通安全プログラム　地域・学校・行政が連携し、通学路の安全確保に向けた取組を継続的に推
進するため、平成27年に策定した。通学路改善の取組成果は、毎年、市のホームページ等で公表している。

※バリアフリー改修（高齢者等居住改修）住宅への減税　新築から10年以上を経過した高齢者等が居住する住宅につい
て、一定のバリアフリー改修工事を行った場合、翌年度分の固定資産税の3分の1に相当する額が申告により減額される。

※ＰＰＡ（Power Purchase Agreement）　設備設置事業者が施設に発電設備を設置し、施設側は発電した電気
を購入する契約。施設側は設備を所有しないため、費用負担や設備の維持管理をすることなく電気を使用できる。

※マイ・タイムライン　洪水等の風水害の発生に備え、自分や家族の取る行動を一人一人があらかじめ
決めておくもの。慌てず、安全に避難行動を取ることができ、逃げ遅れ等のリスク軽減が期待できる。

※利用選考基準　保育所等の利用者を決定するの
に用いるもので、基準点数や調整点数等がある。本
市では、国の通知を参考に「保育士等の児童の利
用」を調整点数の一つ（加点の対象）にしている。

※グリーンスローモビリティ　3面参照
※第一種低層住居専用地域　低層住宅の良好な
環境を守るための地域。「小規模な店舗や事務所
を兼ねた住宅」や「小中学校」など、建築可能な建
物が限られている。

※ハザードマップゲーム　民間の地図会社が開発したもので、6cm四方のパネルに区切られた地図に、防
災に関する公開データを基に災害危険度が設定されており、地図を読みながら危険度を予想するゲーム

※協定　世界貿易機構（ＷＴＯ）の政府調達に関する協定。地方公共団体等が調達する物品やサービスのう
ち、一定金額以上の入札や契約について、国内外企業を平等に取り扱う必要がある。

月 定 例 会
議

保育所等入所の利用選考基準（※）
介護職員まで広げる検討は
市内在住の保護者が市内保育所等に就労するこ
とで、当該施設の利用枠が確保され待機児童解
消に資する場合に加点しているが、保育分野以
外への拡充は現段階では検討していない。

市長

介護サービス事業所等への指導
受理した事故報告への対応は
事故の概要や再発防止策が適切かなどを確認
し、必要に応じて指導・監査等を行っている。
県への報告は、1か月ごとに発生日時や種別等
を整理し、毎年5月に前年度分を報告している。

市長

その他の質問　住民登録等の手続きの窓口混雑緩和など

児童が通る市道淵野辺中和田
歩行者の目線での歩道整備は
片側に歩道を設置しており、現時点で両側整備
の計画はないが、道路を横断する児童の安全
確保を図るため通学路交通安全プログラム（※）
等と連携し、必要な安全対策に努めていく。

市長

児童生徒が通う学び舎の外観
美しさを保つ必要性の認識は
安全・安心な教育環境の確保のためにも外観
維持は必要と認識しており、劣化状況等を踏
まえ、長寿命化改修工事等の整備サイクルに
合わせて、外壁の全面的な補修を進めている。

教育長

※計画　令和4年3月策定の「第2次相模原市新道路整備計画」を指す。主要な道路整備事業の計画的な執行等を図ることを目的とし、令和13年度までの10年間を見据えた整備に取り組む。
※相模原市総合都市交通計画　身近な交通環境の充実や広域的な交流機能の向上を図る「将来の交通のすがた」と、その実現に向けた進め方を示すもので、令和4年3月に策定された。
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一 般
質 問

ＪＲ相模原駅南口バス乗り場の
係員呼び出しボタン

木もれびの森
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3 月 定 例 会 議

▷市体育館弓道場廃止に関することについて

陳情の審議結果

※学校外教育バウチャー制度　バウチャーには「クーポン券」等の意味があり、ここでは、学習
塾や習い事等、学校外での教育サービスに限定して利用することのできるクーポンを提供する
制度を指す。

その他の質問　市立中学校における教員の強制わいせつ事件など

相模原駅南口のバス乗り場
バリアフリー化の検討状況は
視覚障害がある方への案内が十分でなかった
ため、介助員を呼び出すインターホンの横に、
その位置を知らせるチャイムを設置し、経路
上に誘導用ブロックを敷設することとした。

市長

生徒の学習等に影響する生理
学校での生理休暇の導入等は
生理に伴う体調不良による欠席は病欠として
おり、現時点で取扱いの変更等の予定はない。
引き続き、保健の授業等で学習を行い、体の
変化や悩み等に配慮して丁寧に対応していく。

教育長

その他の質問　銀河アリーナなど

子どもに係る無償化等の政策
市長が考える今後の在り方は
子育てや教育に係る無償化や所得制限の在り
方は、事業ごとに根拠法令や国等の動向、少
子化等に関する様々なデータの分析結果等も
踏まえ、総合的に判断するものと考えている。

市長

その他の質問　防災・減災対策など

若い世代に選ばれるまちへ
課題の認識や取組の進め方は
親子が気軽に集える場の確保や、仕事と家庭の
両立が図れる就労環境の整備等の課題があり、
子育てや教育環境の充実、雇用促進や都市基盤
整備等、効果的な施策に取り組んでいく。

市長

芸術やスポーツに親しめるまち
本市における今後の展望は
アートラボはしもとの後継施設整備や若手芸術
家等との連携、アーバンスポーツの環境整備や
ホームタウンチーム等との協働など、効果的な
施策を選択し、積極的に取り組んでいく。

市長

その他の質問　第2次相模原市子ども・子育て支援事業計画の着実な推進など

本市の貴重な木もれびの森
環境の悪化等の課題認識は
病害虫による被害木の増加や、森づくりに取
り組む市民団体の担い手不足等が課題と認識
しており、散策路等の危険木を伐採するとと
もに、市民団体への支援策を検討している。

市長

県道52号の慢性的な渋滞
西大沼から国道方面の整備は
西大沼4丁目交差点から鵜野森交差点までの区
間は、計画（※）で4車線の主要幹線道路に位置
付けている。今後、当該区間の整備方針を検
討し、都市計画決定後に整備を進めていく。

市長

詳しい内容については、
市議会ホームページや
議会中継（録画）をご覧ください。

不登校児童生徒に届く支援を
学校外教育バウチャー制度（※）導入は
本市では、校内登校支援教室等、多様な学びの
場の確保に取り組んでいる。現在のところ当該
制度の導入予定はないが、経済的な支援等は、
他自治体の状況等も踏まえ研究していく。

教育長

その他の質問　文化財行政など

長きにわたる基地返還の取組
返還4事案（※）実現への考えは
引き続き事案の実現に向けて、内容ごとに、
まちづくりを進める上での優先度や基地を取
り巻く情勢を見据え、市米軍基地返還促進等
市民協議会とともに粘り強く取り組んでいく。

市長

脱炭素社会の実現に向けて
取組に当たり重視する点は
CO2排出量が多い産業部門での削減が課題と捉
えている。事業者を後押しするため、自主的
な取組を促す計画書制度等の促進や省エネ機
器の導入支援等により加速化を図っていく。

市長金子 豊貴男
（市民民主）

かね こ と き お

撤 回

久保田 浩孝
（公明党）

く ぼ た ひろ たか

須田 毅
（自民党）

す だ たけし

榎本 揚助
（無所属）

えの もと よう すけ

五十嵐 千代
（颯　爽）

い が ら し ち よ

※返還4事案　平成18年4月に行われた市長と防衛庁長官との会談で、日米合同委員会の枠組み
を活用して返還に向けた協議を進める旨が合意された、市内基地に関する4つの事案のこと。

▷保育士配置基準の引き上げによる保育士増員を求めることについて

採 択

不 採 択

▷相模原市の「お口の健康診査」事業について
▷所属部署以外の調査部署又は第三者委員会に関することについて
▷都市計画（案）のうち大西大通り線新設について市に対し更に詳しい明確な
説明を求めることについて

継 続 審 査

▷コミュニティバスの導入を求めることについて
▷「安保３文書の閣議決定」を撤回し「安保政策の変更」について国民的議論を
求めることについて

麻溝台・新磯野第一整備地区
土地区画整理事業に関する調査特別委員会

（調査報告）
　令和5年3月8日の調査特別委員会において、調査報告書の内容が決
定され、同日、委員長から議長へ提出されました。
　その後、3月17日の本会議において、委員長から調査報告が行われ、
賛成総員で承認されました。
　報告書では、書類調査や証人尋問等により確認した事実が整理されて
いるほか、委員会の判断として６つの問題点が指摘されており、市に対
して、構造的な組織風土による問題であることをしっかりと認識して改
善に取り組むよう求めるものになっています。報告書は、市議会ホーム
ページでご覧いただけます。

※計画　相模原市総合都市交通計画のこと。5面参照

こ

調査報告書はこちら
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予 算 特 別 委 員 会 分 科 会 の 審 査
　全議員で構成される予算特別委員
会において、阿部善博委員長、大沢
洋子副委員長が選出されました。
　予算特別委員会に付託された予算
の、分科会での主な事業の概要とチ
ェック事項は次のとおりです。

詳しい内容については市議会ホームページを
ご覧ください。（掲載は発言順）

動物愛護事業 予算額 5,493 万円
動物愛護管理を総合的に推進するため、狂犬病予防定期集合注射や

動物愛護の普及啓発等を実施する。また、猫の一時保護施設の整備や多頭飼育
届出制度の検討等を行う。

事業概要

●猫の一時保護施設の整備スケジュールと開設後の運用方法は。
●近年の多頭飼育崩壊の状況と様々な問題を抱えている現場における福祉
部局との連携は。

●令和4年6月から開始した、犬・猫の「マイクロチップ登録制度」の周知方法は。

チ
ェ
ッ
ク
！

適切な管理が行われていないことにより、市民生活に影響を及ぼし
ている空家の対策を進めるとともに、空家等の適切な管理や利用促進に向け、
所有者等に対する支援や必要な措置を行う。

空家等対策推進事業 予算額 172 万円
事業概要

●空家等相談員派遣事業の概要と令和4年度の実績は。
●ドローンを活用した空家調査の実績と調査結果の今後の活用は。
●特定空家等への対応における区役所との連携状況や役割分担は。

子育て世代のニーズに対応するため、魅力的で安全・安心に遊べる
「子育て応援公園」として、相模原北公園や淵野辺公園、相模大野中央公園の改
修・更新を行う。

少子化対策公園改修事業 予算額 4,009 万円
事業概要

●各公園の具体的な改修内容は。
●子育て応援公園の将来的な展望は。
●市内全域に広げる考えは。

※プラン
行財政構造改革プランのこと。

用 語
解 説

 阿部善博委員長（左） 大沢洋子副委員長（右）

　翌年度の予算がどのように使われるのかを議論、審査するために設置するのが「予算特別委員会」で、審査の能率を図り、詳細
に検討するために5つの「分科会」を設置しています。各分科会の委員及び所管事項は、それぞれ対応する常任委員会と同じです。

議会のハテナ

予算特別委員会分科会って？
？

反対討論 日本共産党

❶令和6年度中の小児医療費無償化拡充は歓迎するが、他の扶助費の削減
や公共施設の廃止等、サービス低下を招くことを危惧する。市民を分断
しない政策判断と子どもの育ちを丸ごと支える行政の構造転換も視野に
入れた検討を求める。
❷学童通学安全指導員の謝礼を引き上げ、コストカットありきのプラン（※）
の見直しを求める。

賛成討論 颯　爽

❶市民との対話を重視しながら、SDGsの推進等次代に繋がる取組を進め、
少しずつ効果が現れていることを大いに評価し、これらの考え方が反映
されている予算である。

❷小児医療費助成制度の拡充は会派で長年訴えてきたことで、大変評価す
る。令和6年度内の実現に向け着実な推進を期待する。

❸県補助金の補助率の格差等、福祉分野の様々な事業の政令市とその他市
町村の不平等関係について、他政令市と連携し神奈川県へ改善を求める
よう強く要望する。

賛成討論 市民民主

賛成討論 公明党
❶SDGs普及啓発の取組を高く評価する。今後は市民、企業、団体等の連
携体制の強化や具体的行動の促進に更に取り組むよう要望する。

❷犯罪被害者等への支援は、長年求めてきたものであり、条例化を評価す
るとともに、犯罪発生を未然に防ぐため、啓発活動や具体的取組の推進
を要望する。

❸子育て世代の支援に向け、学校給食費の無償化についても具体的な検討
を進めるよう強く要望する。

チ
ェ
ッ
ク
！

❶統一地方選挙の年の予算編成で、市政運営の継続性を重視し、必要な経
費は全て計上するとの方針を立てて通常予算としたことに、一定の理解
と評価をする。

❷投資的経費は前年度より増額したが、公共施設整備が主で、将来的な税
収確保に向けた政策的な投資が必要と考える。将来の発展に向けた政策
の確立と増額の検討を要望する。

❸あらゆる人の尊厳が守られた安全・安心な共生社会の実現に向け、障害
及び障害者の理解促進に関する施策の積極的かつ具体的な取組を強く要
望する。

賛成討論 自民党

令和5年度予算について

一般会計3,286億円
（過去最大規模）

審 議
市民活動支援など。文化
振興・市民生活の経費

福祉や医療など。障害のある人や
高齢者、子どものための経費

そのほか、議会や
農業などの経費

市債の返済。借
金を返す経費

歳入（3,286億円）

歳出（3,286億円）

市税1,343億円
（40.9％）

総務費
293億円
（8.9％）

衛生費
302億円
（9.2％）

民生費
1,403億円（42.7％）

教育費
497億円
（15.1％）

国・県からの
補助金など

879億円（26.7％）

市債
196億円
（6.0％）

その他（地方交付税など）595億円（18.1％）

譲与税・交付金273億円（8.3％）
土木費268億円（8.2％）

商工費119億円（3.7％）
公債費
264億円
（8.0％）

消防費102億円（3.1％）
その他38億円（1.1％）

一
般
会
計
予
算
の
構
成

住宅防火対策の普及促進、児童に対する防火教育や火災予防分野に
おける電子申請を推進するとともに、火災原因調査の体制を強化する。

火災予防事業費
事業概要

●市内における住宅火災件数の推移と主な原因は。
●防火教育プログラム「ファイヤースクール」の概要と実績は。
●設置後10年で交換が必要となる住宅用火災警報器について、市民への周
知方法は。

チ
ェ
ッ
ク
！

予算額 2,335 万円

チ
ェ
ッ
ク
！

教職員や保護者の負担軽減等を図るため、学校給食費を公会計化し、
口座振替等により市が徴収・管理を行う。

学校給食費管理事業
事業概要

●現段階で想定される公会計化による課題は。
●残高不足等により口座からの引き落としができなかった場合の対応は。

チ
ェ
ッ
ク
！

予算額 19 億 4,016 万円

つな

❶行財政構造改革プランの財政見通しと大きく乖離した黒字財政において、
市民サービス削減や公共施設統廃合等を実施することは市民の信頼を損
ねるものであり、プランの撤回を求める。

❷公共施設等使用料の値上げは物価高騰下の市民の状況を鑑みない市政運
営と言わざるを得ず、今は誰もが利用できる料金設定を目指すべきであ
る。

かい り



❶緑区橋本５丁目
❷52歳❸自由民主
党❹2回

秋 本 仁
あき もと じん

❶緑区中沢❷45歳
❸日本維新の会❹
1回

岩 井 大
いわ い だい

❶緑区相原５丁目
❷49歳❸自由民主
党❹2回

大 八 木 聡
おお や ぎ さとし

❶緑区向原1丁目
❷48歳❸無所属❹
1回

小林たかみち
こ ばやし

❶緑区鳥屋❷74歳
❸立憲民主党❹5
回

栗 原 大
くり はら ゆたか

❶緑区小渕❷66歳
❸自由民主党❹2
回

佐 藤 尚 史
さ とう ひさ し

❶緑区下九沢❷51
歳❸無所属❹4回

関 根 雅 吾 郎
せき ね まさ ご ろう

❶緑区二本松2丁
目❷33歳❸立憲民
主党❹1回

谷 川 ヒ ロ シ
たに がわ

❶緑区青山❷47歳
❸公明党❹2回

中 村 忠 辰
なか むら ただ とき

❶緑区下九沢❷50
歳❸公明党❹3回

南 波 秀 樹
なん ば ひで き

❶緑区与瀬❷60歳
❸無所属❹5回

野 元 好 美
の もと よし み

❶中央区矢部1丁
目❷50歳❸無所属
❹4回

五 十 嵐 千 代
い が ら し ち よ

❶中央区光が丘1
丁目❷38歳❸日本
共産党❹2回

今 宮 ゆ う き
いま みや

❶中央区淵野辺本
町1丁目❷62歳❸
公明党❹3回

後 田 博 美
うしろ だ ひろ み

❶中央区清新７丁
目❷51歳❸立憲民
主党❹4回

臼 井 貴 彦
うす い たか ひこ

❶中央区千代田２丁
目❷38歳❸地域政
党さがみはら❹2回

榎 本 揚 助
えの もと よう すけ

❶中央区横山３丁
目❷69歳❸立憲民
主党❹6回

大 沢 洋 子
おお さわ よう こ

❶中央区横山３丁
目❷54歳❸公明党
❹2回

岡 本 浩 三
おか もと こう ぞう

❶中央区富士見5
丁目❷41歳❸日本
維新の会❹1回

こ さ わ 隆 宏
たか ひろ

❶中央区南橋本1
丁目❷53歳❸日本
維新の会❹1回

田 崎 明
た さき あきら

❶中央区田名❷61
歳❸自由民主党❹
6回

中 村 昌 治
なか むら まさ はる

❶中央区青葉1丁
目❷25歳❸自由民
主党❹1回

西 田　悠 人
にし だ 　 ゆう と

❶中央区向陽町❷
59歳❸公明党❹4
回

西 家 克 己
にし や かつ み

❶中央区淵野辺4
丁目❷50歳❸無所
属❹1回

萩 生 田 康 治
はぎ う だ 　 やす はる

❶中央区淵野辺本
町3丁目❷49歳❸
立憲民主党❹2回

松 浦 千 鶴 子
まつ うら ち づ こ

❶中央区横山３丁
目❷44歳❸無所属
❹2回

三 須 城 太 郎
み す じょう た ろう

❶中央区上溝❷56
歳❸無所属❹5回

森 繁 之
もり しげ ゆき

❶中央区上溝❷60
歳❸自由民主党❹
3回

渡 部 俊 明
わた なべ とし あき

❶南区上鶴間２丁
目❷52歳❸自由民
主党❹6回

阿 部 善 博
あ べ よし ひろ

❶南区相模台3丁
目❷53歳❸立憲民
主党❹3回

石 川 達
いし かわ いたる

❶南区相模台3丁
目❷63歳❸公明党
❹4回

大 崎 秀 治
おお さき ひで はる

❶南区御園５丁目
❷67歳❸自由民主
党❹4回

大 槻 和 弘
おお つき かず ひろ

❶南区相南１丁目
❷45歳❸自由民主
党❹2回

折 笠 正 治
おり かさ まさ はる

❶南区上鶴間１丁
目❷65歳❸公明党
❹7回

加 藤 明 徳
か とう あき のり

❶南区相模大野６
丁目❷65歳❸立憲
民主党❹4回

桜 井 は る な
さくら い

❶南区南台５丁目
❷33歳❸日本維新
の会❹3回

鈴 木 晃 地
すず き こう ち

❶南区上鶴間7丁
目❷46歳❸無所属
❹4回

鈴 木 秀 成
すず き しゅう せい

❶南区若松１丁目
❷81歳❸自由民主
党❹6回

須 田 毅
す だ たけし

❶南区大野台７丁
目❷69歳❸自由民
主党❹5回

寺 田 弘 子
てら だ ひろ こ

❶南区相武台1丁
目❷33歳❸立憲民
主党❹2回

仁 科 な つ 美
に しな み

❶南区相模大野6
丁目❷61歳❸無所
属❹6回

長谷川くみ子
は せ がわ こ

❶南区上鶴間2丁
目❷43歳❸日本共
産党❹3回

羽 生 田 学
は にう だ がく

❶南区新磯野1丁
目❷50歳❸地域政
党さがみはら❹1回

山 口 恒
やま ぐち ひさし

❶南区相武台2丁
目❷35歳❸無所属
❹1回

務 川 慧
む かわ けい

❶南区若松6丁目
❷52歳❸公明党❹
1回

保 々 富 美 子
ほ ぼ 　 ふ み こ

❶南区鵜野森２丁
目❷59歳❸自由民
主党❹5回

古 内 明
ふる うち あきら

［凡例］氏名（区ごとの五十音順）　❶住所または事務所所在地❷年齢（５月１日現在）❸党派（立候補届け出時）❹当選回数（今回を含む。）

新しい市議会議員の紹紹介介
よろしくおねがいします！

緑区
11人

南区
18人

中央区
17人

　任期満了に伴う相模原市議会議員の選挙が、４月９日に執行され、新し
い市議会議員46人が選ばれました。各選挙区から選出された議員は、緑
区11人、中央区17人、南区18人です。
　議員の任期は、令和５年４月30日から４年間です。

相模原市議会の詳しい情報はコチラから→
※この市議会だよりは16万2,500部作成し、１部当たりの単価は8.47円です。
　また、古紙配合率70％以上再生紙を使用し、ユニバーサルデザインの視点を持って取り組んでいます。

相模原市議会 検索検索
ホーム
ページ

インスタ
グラム

フェイス
ブック

「いいね！」してね！！ 「フォロー」してね！！
さがみはら市議会だよりは、新聞折り込みで各家庭に配布しているほか、市役所や区役所等の公共施設にも置いています。
ご自宅への郵送をご希望の場合は、相模原市コールセンター（☎042-770-7777）までお申し込みください。

（8）  2023年（令和 5年）5 月 1 日


